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(2)職員給与費の会計別状況 (各年度当初予算)

会計区分
予算計上

給料 職員手当
期末.Jij，勉 計 1人当たりの

職員秘AJ 手 当 侶) 給与批包:)/1仏〉

自主 H17年 91人 365，694千円 115，453千円 147，242千円 628，389千円 6，905千円

国 {呆 H17年 3人 9，922千円 3，138千円 3，878千円 ‘16，938千円 5，646千円

居 宅 介護 H17年 1人 2，984千円 1，605千円 1，204千円 5，793千円 5，793千円

介説保険 H17年 2人 4，239千円 1，765千円 1，583千円 7，587千円 3，794千円

老健胞殻 H17年 27人 99，293千円 38，609千円 41，429千円 179，331千円 6，642千円

l富 保胞殻 H17年 38人 178，741千円 72，520千円 69，133千円 320，394千円 8，431千円

簡易水道 H17年 3人 11，995千円 4，975千円 6，226千円 23，196千円 7，732千円

公 共下水道 H17年 3人 9，702千円 2，937千円 3，891千円 16，530千円 5，510千円

J-j H17年 167人 679，586千円 239，397千円 273，382千円 1，192，365千円 7，140千円

※ 1 7年瓜の当初予算に計上された金額と月t組数て寸ので、実数と一致しない部分もあります。

(3)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 (平成 17年4月1日現在)

l 今創町 | 国 岡下村の全国平均

平均間布石一 下 平排齢
区 分

330，105 JII 42歳 8月

平均年齢

40歳3月

平均年齢

40歳 3月

平均崎料月額

321，959円

平均給料月額

329，728円一樹 T政職

(4)職員の初任給の状況 (平成 17年4月1日現在)

I 今金町 国

-lJj対T政職

採用2年後給料月額

184，400円

148，500円

区分
採用2年後給料月額

184，400円

148，500円

(5)職員の儲議年数別・学歴別平均給料月額の状況 (平成 17年4月1日現在)

経験年数
区分

10年-14年平均 15年-19年平均 20年-24年平均

|大卒 281川 円 | 制 ，蜘 円 | 揃，300円
一島げ"1政脈

|高卒| 掛川円 249，叩 円 337，4∞ 円

※ 経験年数とは、卒業強直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の平数をいいます。採用前に民間企業など¢経歴が

ある場合は、その期間が前歴換算され採用後の年数に加えられます。

(日)特別職 ・議員等の報酬の状況

区分
平成 17年4月1日現恋 平成18年4月1日現庖

給料 ・報酬月額 期末手当支結晶除 給料 ・報酬月額 JOI末手当支絃占1I合

mr 長 740，000円
給料・報酬月傾に 100分の20

740，000円
を乗じて得た微を!JIIX'，¥した額に

削J 役 621，000円
次の支示古J河合で支給

621，000円 同左
6月期l 2. 10月五ケ

教 で[ 長 577，000円
エ2月WI 2. 30月分

577，000円
Jロ'" 日十 4. 40月分

政 長 239，∞0円 報酬月額に次の支統制合で支給 239，∞o円

国| 鍛 長 200，∞0円 6月期 1. 90月分 200，∞0円
同左

議 会 各 委員 長 182，500円 12月期 2. 10月分 182，500円

能 員 170，∞0円 合 百十 4. 00月分 170，∞0円

(7)職員の主な手当の仇涜 (平成 17年4月1日現在)

手当名 1 内
が デ・

'"‘ 

扶

配偶者 1 3， 000円
配偶者以外の扶養家族2人固まで 1人につき 6， 000円
※扶養親族でなし咽日fIJ者がいる場合は、そのうち一人について 6， 500円

配偶者がない場合は、そのうち人について 11，000円
当|そ¢他の扶養潟産 1人につき 5， 000円

15歳の誕生日後の品有jの4J'J1日から 22歳の誕生日後の最初の3)')31日までの期間に

ある子供については、上記の1it，fj'jに 1人につき 5，000円!JIIX'，¥

(H17国の人Z伺ちを勧告による改定)

設 手

(1) 

• • 

.，・

今金町における人事行政の運営等の状況を公表します
.町ホームページにも掲載していますが、広報紙においては紙面の都合上ー剖陥略してし、ます。

1 聡員の任免及び職員数に関すること

(1)任免の状況 (平成 17年度)

職醐1鵬眼用の状況

般行政職 1人

医療技術職 4人

人
一人

盟
一

蹴
一職
一職

跡
一政

一術

車
一行
一技

般
一
療医

新規採用者の配属状況

町長事務部局 1入

国保 病院 4人

(2)定員管理の状況 各年度4月1日現在 条例定数からみた部門別職員数)

区 分
条例定数

平成 14年度 平成 15年度 平成16年度
平成17年度 比較

仇) a) (B) -(A) 

町長事務部局 89人 83人 78人 8 1人 78人 ム11人

議会事務部局 3人 2人 2人 2人 2人 ム1人

選挙管理委員会事務部局 2人 2人 2人 2人 2人

農業委員会事務部局 4人 3人 3人 3人 3人 ム1人

教育委員会事務部局 23人 16人 18人 1 7ノに 1 5人 ム8人

国 保 病 院 46人 40人 40人 41人 37人 ム9人

介税老人保健施設 37人 28人 26人 26人 27人 ム10人

合 計 204人 174人 169人 172人 164人 640人

(3)定員管理の状況-2 各年度4月1日現在定員適正化計画からみた部局別職員数)

区分 部門 適正化計画 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 前年比較

議 A E 2人 2人 2人 2人

附主企画 24人 22人 2 5人 2 5人

税 務 5人 6人 5人 5人

民 生 22人 20人 1 8人 1 9人 1人
一員~ñ政

持i 生 85人 6人 6人 6人 6人
剖i ~~ 

農林水産 15人 1 5人 14人 1 3人 61人

商 工 1人 1人 1人 1人

士 木 9人 7人 8人 8人

小言十 84人 79人 79人 79人

特別行政
教 育 25人 25人 26人 25人 23人 ム2人

告官 ~~ 

上水道 3人 3人 3人 2人 ム1人

下水道 4人 3人 3人 3人

国 保 3人 3人 3人 3人
公営企業

介護側倹 83人 1人 1人 1人 1人
4 E ~j 

病 院 44人 43人 42人 39人 ム3人

老健擁設 32人 30人 31人 30人 ム1人

小言十 87人 83人 83人 78人 65人

メ口'" 計 1 9 3人 1 9 6人 1 8 8人 1 8 7人 180人 ム7人

2 職員の給与に関する二と

(1)人件費(平成 16年度一般会計決算)

住隠ι本台帳人口 | 町予算の

倒17年3月現在) I 歳出総量日ω
人件費率

a)/W 
の
率
一
町

清一
j

人{特陶)

6， 472人 I 5 1億 1，338万円 I 9億 1，715万円 17. 9% 

※人件設には、職員給与や手当だけでなく、賃金ヰ磯良報酬各程漆員報酬等も含まれてし、ます。

ω 



読し人、鑑定人、参考人等として官公著等

への出頭

地震、水省、火災等災害による休暇

職員が紅人、雛定入、参考人等として国会、地方弘、共団体の協会、五品別;rrその他の官公

号への出頭する場合で、その勤務しないことがやむを号ないと認められる必要なJO澗

次の場合に、必要と認められる期間

@克通機関のJII故等により出動することが著しく困慎重であると認められる場合

e耳官民が退勤途上における身体の危険を回避するため勤務しないことがやむを得ない

と認められる場合

G溺住居が成長L、又は損簸した湯治で、住居の復旧作業等のため!NJ務しないことが相当

であると認められる場合

(4)その他の休暇・育児休業の即刻尋状況(平成17年度)

区 分 |病気休暇 介護休暇 育児休業

2名
1 7年度中に新規取得または前年

度よりi草枕中の職員数
1名1 1 4'， 

4 研修に関すること

(1)研修に関する計画等

名 称 施行日

今金町 人 材 育 成 基 本 計 画 | 平成12年 4月 1日

今金町職員の研修に関する基本的な方針 | 平成17年 5月 1 日

今金町職員道内外視察研修派遣要領 ! 平成16年 8月 1 日

※今金町において瓜職員巨努率的、効果的な育成を目指して、以上の計画等に基づき職員側まに取り組むこととしています。

(2)研磨の実施状況(平成 17年度総務課所管分)

主 イ世 研 イ彦 名 対 象 受講数

d寸h 金 町 職員道内外隅察J;JfiIま(幼保一元化指似似見察) 担当知事職員 7名

暗H努糊市研究会 明~d締官有資格者 l名
」ヒ tilj 道 H可 H ム耳

渡品・槍山地区法務町刊彦会 OE用町Hg) 世h申撤務実務者 3名

中級職員研修 採用後3-5年自の一員刻品員 3名

楠山支庁管内町村会 都職職員側ま 採用2年自の一員矧直員 1名

新規採用月間邸側ま 新規主主用の一向刻最長 1名

管理能力師同官 課長祈佐及び主幹 3名

指導能力研修 新任係長 2名
北海道自治政策研修センター

実践的政策能力 I 町Hま内容に関連する業務担当職員 1名

政策形成基礎講座r.J刊主 主査 2名

自 1悶 労 北 海 道 自治体財政セミナー 相Hlt内容に関辿ーする業，%1包当職員 1名

楠山広域行 政 組 合 政策能力育成司喋 係長・主査 3名

北海道管区行 政 評 価 局 政策柵iに出lする絞却H~ 刑事内容に関車する業務但当職，n 4名

北海道市町村 仮 興 協 会 指侃五・柳町中T交流職員制長会 ~ti伝重病宣明圭経験1似ユ 2名

※ その他に各線において、必度同志じてi'Jr'if業務に関する専p明日まを実施しています。

5 福利厚生に関すること

(1)腺員厚生事業の状況 (各年度当初予算)

区分 予算額仏〕 対象人数 a) 1人当たり金額仏)la) 

平成 16 年度 1，387，500円 185人 7， 500円

平成 1 7 年度 1，176，500円 181人 6， 500円

平成 1 8 年度 990，000円 180人 5， 500円

※ IJ>業費については、平成16年度より経過期間lをもって減額し、平成19年度から 1人当たり 5，0001"1にすることとして

います。

(5) 

• 

. 1・

• 

手 当 名 内 骨~ 

家賃の徹が 12，000円を超える借家等の場合

住 居 手 当 家賃の額に応じて27，000円を限度に支給

持ち家の場合 7， 000円支給

通!NJ田ヨ両日韓が片道2Km以上の職員が対象

公共交通機I品開l用の場治 6ヶ月定期l券等の額を一括支給

通 勤 手 当 ※但し、月額換算55，000円を限度

自家 fl車等を使用の場合通勤醐世に応じて 2， 000円-24，500円

(H15国の人司W'ifl山告による改定)

期末手当 勤勉手当 百|

6 月 J~I 1. 40月分 o. 70月51 2 10月分

WI末手当及び勤勉手当 1 2月期 1. 60月分 o. 75月分 2. 35月分

言| 3. 00月分 1. 40月五ケ 4. 45月分

(H17国の人明倒的告による改定)

!j:!ji 殊 勤 ft 手 当 特殊業主主に制Eする腕ユに支給(刊若手当は平成16年4月 1日より廃止)

11寺 間 外勤務 手 当
正規の目蛸11寺山lを越えて勤務を命じられた場合に支給

H16年度支給総額 13，607千円 H17年度支給総額 12， 144千円

世桔区分に応じて次のとおり 扶養親政3人以上の世，:l~主 135，300円

扶養親族1人-2人の世帯主 108， 100円

:t，~ 冷 地 手 当 扶養親族のない世帯主 37，300円

その他の職員 14， 000円

※ H16国の人期比勧告に基づき経過措置をもって減額改定を行し、ます

(8)ラスパイレス指数の状涜

区 分 |平成12年度| 平成13年度 |平成 14年度|平成 15年度|平成16年度|平成17年度

一 般行政職 98.7 98.7 96.6 97.5 95.0 96.2 

※ ラスパイレス指数とは、国康公務員の給与水準を 100とした場冷の地方公務員の給与水準を表します。

今量出町は、司王成 16年度対比で 1. 2ポイント明加し、国家公務員より 3.8ポイン卜低し司自となっています。

3 服務及び勤務時間その他の勤務条件等に関すること

(1)勤務時間、休憩・休息崎聞の状況 (平成17年4月1日現在)

区 分
勤務時間

休憩 ・休目時間 閉庁日
始業1時刻 終柴崎刻

正午から45分間の休憩時mJ 日B111日及び土日出日

-A!tt.:y政腕 午前B時45分 午後511寺15分 及ひ覗ね4時間の勤務時間毎 国民の祝日に闘する法律に規定する休日

に 15分間の休割寺田1 1 2月 31日から塑年1月5日までの日

(2)年次有給休暇の所得状況(平成17年 1月1日~平成17年 12月31日)

l 総付与回数 | 総取得日数 | 対象職員数

(A)侶 (C)

平均取得回数

a) I (C) 

13. 0日 畑一一…
区 分

一自主オラ政職 975日 75人2， 925日

(3)特別休暇の導入状況(平成 17年4月1日現在)

種 類 期 tlI1 
夏 季 休 11匝 7月から9月までの期間において4日以内

忌 号| の 休 H由 死亡した者の続柄により 1日-10日

法 要 の 休 日間 即日'1J~者及び 1親等の血族に限り 1 日

結 婚 の 休 日間 5日以内

E氾 作司 者 出 産 の 休 日目 2日以内

産 前 産 後 の 休 日目 分ベん予定日前6週間目から、分べん日後8週間までのWIrt:1内の必要と認める期間

TT 児 の 休 日目 女子職五iが生後澗1年に達しない生児を育てる革合 1日21ill各30分

干の看護のた め の 休 暇 4件当獄止古学前の子供の看護のため認められる場合 1"判Ir]に5日の範悶内の期間

選挙権その他の公民としての権利行使 職員が逃与も楠Aその他公民としての権利を行使する場合で、その1M務しないことがやむを

特ないと惚められる必要な期間

α〉



/ 安心を提供する源です。地産地消にご協力を/地産地消は、町民の皆様においしさと安全・
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に
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今
金
町
民
生
委
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・児
童
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協

議
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(
田
中
義
雄
会
長
)
の
子
育
て

部
会
が
子
育
て
支
援
の

一
環
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し
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、

5
月
日
日
(
士
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民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
楽
し
い
ふ
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の
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が
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ま
し
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今
年
で

3
年
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こ
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イ
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ン
ト
に
は
約
問
名
の
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子
が

集
ま
り
、
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に
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今
金
産
の
山
出
産

物
が
使
わ
れ
た
豚
汁
や
お
に
ぎ
り

で
お
な
か
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
後
、

マ
ザ

l
ズ
ポ
ケ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
に

よ
る
不
思
議
な
絵
本
?
の
読
み
聞

か
せ
や
紙
芝
居
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏

で
は
参
加
し
た
子
供
た
ち
も
一
緒

に
歌
う
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
聞
紙
や
ベ
y
ト
ボ
ト
ル

を
使
っ
て
、
パ
ッ
ト
と
ボ

l
ル
を
作

り
ミ
ニ
野
球
に
挑
戦
し
た
り
親
子

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
こ
し
て
い

ま
し
た
。

ー・• 
当
日
は
種
川
地

域
で
単
身
で
生
活

し
て
い
る
ほ
名
の

高
齢
者
宅
へ

4
班

に
分
か
れ
て
訪
問

し
、
生
活
の
中
で
不

便
し
て
い
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る

こ
と
を
家
事
、
健
康
管
理
、
外
出
な

ど
の
項
目
で
聞
き
取
り
、
ま
た
反

対
に
近
所
で
困
っ
て
い
る
方
が
い

る
場
合
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
か
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
か
ら
は
、
「
体
の
自
由

が
き
か
な
い
た
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買
い
物
や
病

院
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ど
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や
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近
所
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友
達
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一
緒
に
パ

l
ク
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ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
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と
話
し
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く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
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こ
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方
は
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度
、
一
緒
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

や
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
約
束
す
る
な

ど
、
と
て
も
力
強
い
お
話
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
訪
問
し
た
お
年
寄
り
の

方
へ
児
童
か
ら
「
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
「お
花
の
育
て

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

「運
動
会

に
来
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
お
話
を
伺

っ
た
こ
と

へ
の
お
礼
の
お
手
紙
を

書
く
な
ど
地
域
の
お
年
寄
り
と
の

交
流
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

地
域
の
お
年
寄
り
の
こ
と
を

も
っ
と
知
ろ
う
/

種
川
小
学
校

地
域
住
民
が
支
え
合
い
、
高
齢
者

が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
自
治
会
の

実
行
員
会
が
進
め
て
い
る
、
穣
川
さ

さ
え
あ
い
地
図

「お
た
が
い
さ
ま
種

川
」
の
作
成
に
、
種
川
小
学
校
の
児

童

(
一二
年
生
以
上
の
九
名
)
が
地
域

の
お
年
寄
り
の
こ
と
を
も
っ
と
よ

く
知
ろ
う
と

5
月
i
日
(
月
)
地
元

の
民
生
委
員
と
町
保
健
福
祉
課
も

参
加
し
て
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

春
ら
ん
ま
ん
花
い

商
工
会
女
性
部
(
大
倉
紀
子
部

長
)
が
中
心
と
な
り
『
花
』
を
テ
ー

マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
春
ら
ん
ま

ん
花
い
っ
ぱ
い

2
0
0
6
」
が
デ
・

民
生
委
員
・
児
童
委
員

決
ま
る

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
地

域
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、
児
童

の
健
全
育
成
な
ど
幅
広
く
活
躍
し

て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

が
、
現
委
員
の
欠
員
に
よ
り
か
ね
て

よ
り
選
考
中
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
美
利
河
地
区
担
当
が
「
佐
藤
早
苗

さ
ん
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
く
委
員
に
な
ら
れ
ま
し
た

佐
藤
さ
ん
は
、
前
任
者
の
任
期
を
引

き
継
ぎ
平
成
同
年
日
月
初
日
ま
で

の
間
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
。

親
身
に
な
っ
て
相
談
を
受
け
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
解

決
を
目
指
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
個
人
の

相
談
内
容
や
秘
密
が
他
に
漏
れ
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

4
月
お
日
(
火
)
訪
問
に
先

だ
ち
、
自
ら
が
お
年
寄
り
の
不
自
由

な
体
を
理
解
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

疑
似
体
験
で
は
、
高
齢
者
の
身
体
的

特
徴
を
理
解
す
る
た
め
に
、
視
界
の

狭
ま
る
眼
鏡
を
掛
け
、
体
が
自
由
に

動
く
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
手
足

に
重
り
を
付
け
て
廊
下
を
歩
い
た

り
、
階
段
を
上
り
下
り
し
た
り
、
落

ち
て
い
る
物
を
拾
っ
て
み
る
な
ど

し
ま
し
た
。
ま
た
、
耳
栓
や
軍
手
を

付
け
た
お
友
達
に
自
分
の
読
み
上

げ
る
文
章
を
上
手
に
書
き
取
っ
て

も
ら
え
る
か
な
ど
行
い
ま
し
た
。
児

童
か
ら
は
「
言
っ
て
い
る
こ
と
が
聞

こ
え
な
い
し
軍
手
や
眼
鏡
を
掛
け

て
い
る
の
で
書
く
こ
と
も
難
し
い
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

っ
ぱ
い
2
0
0
6

モ
!
レ
ン
広
場
に
て

5
月
引
日

(
日
)
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
商
工
会
女

性
部
が
『
花
』
を
通
し
て
明
る
く
美

し
い
町
ず
つ
く
り
と
地
球
に
や
さ
し

い
省
資
源
化
を
目
指
そ
う
と
始
め

た
も
の
で
、
今
年
で

3
年
目
と
な

り
ま
す
。
艶
や
か
な
花
で
彩
ら
れ

た
会
場
に
は
多
く
の
方
々
が
来
場

し
ま
し
た
。

会
場
で
は
高
齢
者
事
業
団
・今

金
高
等
養
護
学
校
槍
山
北
高
等

学
校
・
白
岩
さ
ん
(
花
舞
)
・
商
工
会

青
年
部
の
皆
さ
ん
が
育
て
ら
れ
た

伺
種
類
の
色
と
り
ど
り
の
花
の
ポ

ッ
ト
苗
の
販
売
や
飲
食
・
縁
日
コ

• • 

① 

ー
ナ

l
ま
た
、
今
金
町
民
生
児
童

委
員
協
議
会
に
よ
る
背
空
図
書
館

が
設
け
ら
れ
た
他
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
大
道
芸
人

「牧
三
四
郎
」
さ
ん
に

よ
る
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
や
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
会
場
を
践
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
ト

ラ
イ

・で
は
、
会
場
の
大
人
か
ら

子
供
ま
で

ω人
の
共
同
作
業
に
よ

る
長
さ

H
m
の
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻

き
作
り
が
お
こ
な
わ
れ
、
見
事
出

来
上
が
っ
た
の
り
巻
き
は
会
場
に

ふ
る
ま
わ
れ
、
美
味
し
そ
う
に
頬

ば
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
/

子
供
た
ち
に
交
通
安
全
指
導

今
金
幼
稚
園
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ

子
供
た
ち
の
交
通
安
全
に
対
す

る
知
識
を
養
い
、
危
険
か
ら
身
を

守
る
能
力
を
育
て
て
交
通
事
故
か

ら
子
供
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
ぐ
ま

ク
ラ
ブ
の
交
通
安
全
教
室
が
5
月

間
日
(
木
)
佐
川
急
便
の
社
員
の
協

力
を
得
て
実
践
指
導
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
今
金
幼
稚
園
児
の
ほ

か
、
今
金
保
育
所
・
小
百
合
保
育
園

の
子
供
た
ち
も
参
加
し
て
、
信
号

や
標
識
の
学
習
、
実
際
の
ト
ラ
ッ

ク
を
使
っ
て
車
の
方
向
指
示
器
の

説
明
や
、
ボ
ー
ル
遊
び
を
す
る
時

の
注
意
点
な
ど
説
明
を
受
け
ま
し

た。

o 
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林
野
火
災
撲
滅
を

目
指
し
パ
レ
ー
ド

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
の
森
を
取
り
戻
そ
う
!

「
槍
山
の
森
づ
く
り
・
い
ま
か
ね
植
樹
祭
」

ま
た
、
会
場
を
美
利
河
ダ
ム
魚

道
に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
放
流
式

で
は
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
約

1
.

0
0
0
尾
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
交
流
会
の
中

で
は
、
渡
島
森
林
管
理
署
の
職
員
に

よ
る
森
林
学
習
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
子
供
た
ち
に
「
竹
と
ん
ぼ
」
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
な
ど
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
こ
し
て
い
ま
し
た
。

槍
山
の
森
づ
く
り
実
行
委
員
会
、

函
館
開
発
建
設
部
、
槍
山
支
庁
、
今

金
町
の
主
催
で

5
月
別
日
(
土
)
美

利
河
タ
ム
周
辺
で
植
樹
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
祭
は
自
然
豊
か
で
良

好
な
環
境
の
森
・
川
・
海
を
取
り
戻

す
事
を
目
的
に
、
槍
山
ゆ
か
り
の
木

で
あ
る
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
の
森
を

育
て
る
た
め
に
植
樹
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
で

9
年
目
を
迎
え
ま

す。

今
金
産
牛
乳
を
飲
ん
で

地
産
地
消
の
推
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
げ
年
度
に
生
乳
生
産
調
整

が
発
動
さ
れ
、
生
乳
の
廃
棄
処
分

が
今
金
町
で
も
行
わ
れ
て
い
る
事

か
ら
、
役
場
で
行
わ
れ
る
会
議
で

は
、
今
ま
で
の
お
茶
・
ジ
ュ
ー
ス
類

に
代
え
て
現
在
で
は
牛
乳
を
配
り

地
産
地
消
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
地
元
企
業
も
こ
の
こ
と

を
重
く
受
け
止
め
、
会
議
で
今
金

産
牛
乳
を
配
布
す
る
な
ど
非
常
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す。
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
日
頃
か
ら

今
金
産
牛
乳
を
飲
ん
で
地
産
地
消

の
推
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
撲
滅
を
目
指
し
、
渡

島
森
林
管
理
署
、
柏
山
森
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
、
今
金
森
林
組
合
、
今
金

町
、
今
金
消
防
署
の
各
関
係
機
関

が
4
月
お
日
(
火
)
、
町
内
一
円
を

パ
レ
ー
ド
し
林
野
火
災
予
防
を
啓

発
し
ま
し
た
。

美
し
い
森
林
は
町
の
貴
重
な
財

産
で
す
。
山
に
入
る
際
に
は
、
タ
バ

コ
や
た
き
火
な
ど
火
の
後
始
末
に

は
十
分
注
意
し
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

7￥eL:s」よ2L勾モー

当
日
は
、
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
町
内

外
か
ら
関
係
機
関
・
団
体
や
実
行
委

員
会
ら
約
2
7
0
名
が
参
加
し
、
四

つ
葉
緑
の
少
年
団
代
表
の
大
平
彩

生
佳
さ
ん
(
花
石
小
学
校
六
年
生
)
、

萩
原
涼
く
ん
(
美
利
河
小
学
校
五
年

生
)
の
二
人
が
「
み
ど
り
と
木
を
守

り
、
育
て
、
北
海
道
を
住
み
よ
い
豊

か
な
ま
ち
に
し
ま
す
」
と
緑
の
宣
言

を
読
み
上
げ
た
後
、
参
加
者
全
員
で

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ

5
0
0
本
、
ミ
ズ

ナ
ラ

2
0
0
本
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ

2
0
0
本
、
ヤ
マ
グ
ワ

1
0
0
本
の

苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。(. 

l' 

行政改革の目指すところは、効率的な行政運営を行うことはもちろんのこと、住民

にとって満足度の高いサービス提供の可能な行政システムの構築を目指すものであ

り、住民生活に直接関わるさまざまな見直しも必要であり職員はもとより住民にもさ

らなる負担を伴う改革が進められている状況を認識する必要があります。

(集中改革プラント定員適正化計画策

180人

192人

195人

187人

186人

第4次行政改革湘

般職員 86人
教育行政 26人
公営企業部人

般職員 86人
教育行政 26人
公営企業 85人

般職員 87人
教育行政 26人
公営企業 85人

般職員 85人
教育行政 25人
公営企業 83人

199人

198人

197人

198人

193人

H
M
年
度
一
H
H
年
度
一
H
百
年
度

一H
m
年
度

H
行
年
度
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瑞
宝
単
光
章
を
受
章

小
池
重
徳
さ
ん

(
満
剖
歳
)

字
日
進
3
1
9
番
地
の
小
池
重

徳
さ
ん
が
社
会
福
祉
功
労
と
し
て

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
5
月
1

日
高
精
知
事
か
ら
勲
記
お
よ
び
勲

章
が
伝
達
さ
れ
、
翌
日
、
役
場
を
訪

れ
外
崎
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

小
池
さ
ん
は
昭
和
4
年
に
民
生

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、

お
年
7
ヶ
月
の
永
き
に
わ
た
り
笠

富
な
経
験
と
卓
越
し
た
見
識
を
も

っ
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
や
家
庭

上
の
諸
問
題
等
に
取
り
組
み
、
地

域
福
却
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
こ
の
問
、
今
金
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
委
員
、
同
会
長
、
社

会
福
制
法
人
今
金
町
社
会
初
祉
協

議
会
理
事
、
同
副
会
長
、
北
海
道
民

生
委
員
児
童
委
員
連
盟
檎
山
支
部

長
を
歴
任
し
、
地
域
に
お
け
る
社

会
的
弱
者
の
数
済
援
慾
活
動
に
尽

力
し
、
社
会
的
自
立
に
向
け
て
の

生
活
指
導
や
校
正
活
動
に
取
り
組

む
な
ど
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
さ

ら
に
、
今
金
町
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・介
能
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
委
員
長
、
今
金
町
保
険
医

療
福
祉
総
合
推
進
協
議
会
委
員
、

1ゴ

今
金
町
青
少
年
問
題
協
議
会
副
会

長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
広
く
地
域

福
制
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

小
池
さ
ん
は
以
前
に
も
厚
生
大

臣
表
彰
.
今
金
町
善
行
表
彰
、
全
国

民
生
児
童
委
員
連
限
会
長
表
彰
、

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
等
を
受

章
さ
れ
て
い
ま
す
。

( . • 
グ
ア
テ
マ

こ
ん
に
ち
は
f

中
米
の
園
、
グ
ア

テ
マ
ラ
に
派
遣
さ
れ
た
大
口
で
す
。

こ
こ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
雨
季
が
始

ま
り
、
毎
日
の
よ
う
に
雷
雨
が
大
地

を
打
ち
付
け
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
雷
雨
は
停
電
を
も
た
ら
す

ば
か
り
か
、
ト
タ
ン
屋
根
を
激
し
く

叩
き
、
眠
り
を
妨
げ
る
ほ
ど
で
す巡回先の小学校にて「苗木を観察しているところ」

納税功労に寒昇・金原中央・中村ンケシの 3組合

過去5年間で100%の収納率を維持

平
成
同
年
度
今
金
町
納
税
組
合

総
会
が
4
月
お
目
、
消
防
庁
舎
2
階

会
議
室
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
怨

昇
・
金
原
中
央
・中
卜
マ
ン
ケ
シ
の

納
税
貯
蓄
組
合
が
過
去
5
年
間
1

0

0
%
の
収
納
率
を
維
持
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
町
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
の
中
で
平
成
げ
年
度

の
納
付
状
況
が
報
告
さ
れ
、
現
在

η

組
合
あ
る
納
税
貯
蓄
組
合
の
う
ち

ω組
合
が
納
期
内
に
1
0
0
%
完

納
し
て
お
り
、
普
通
税
(
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
)
が

ω・
8

%
、
対
前
年
度
比
0
・
ー
%
の
地
。
国

保
税
が

ω・2
%
、
対
前
年
度
比
0
・

5

%
の
減
と
な
る
収
納
率
で
し
た
。

こ
れ
は
、
町
全
体
の
収
納
状
況
か

ら
見
て
も
、
組
合
の
収
納
率
は
全
て

に
お
い
て
高
く
、
組
合
員

一
人
ひ
と

り
の
納
税
意
識
の
高
さ
が
伺
え
ま

す。寒
昇
納
税
貯
蓄
組
合

寒
昇
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
昭
和
例

年
1
月
に
組
合
を
設
立
。
昭
和
必
-

M
年
に
町
長
表
彰
を
受
賞
し
、
今
回

で
3
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

(
写
真
左
)l' • 

ラ
で
の
活
動
紹
介

今
回
は
、
眠
る
た
め
に
耳
栓
を
使

い
出
し
た
私
の
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

「
日
本
と
は
地
球
の
反
対
側
、
名

前
す
ら
も
聞
い
た
こ
と
の
無
い
園
、

グ
ア
テ
マ
ラ
。
ど
の
よ
う
な
神
秘
的

な
森
が
、
植
物
が
、
動
物
が
い
る
の

だ
ろ
う
か
?
人
類
が
未
だ
踏
み
込

ん
で
い
な
い
、
生
物
の
楽
園
の
よ
う

な
自
然
に
溢
れ
た
美
し
い
国
だ
ろ

う
。
」
と
、
想
像
す
る
人
は
少
な
く
な

い
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
う
思
い
を
馳

せ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
で
二
年
間
を
過
ご

す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
「
生
物
の

楽
園
を
守
る
ん
だ
1
」と。

残
念
!
想
い
描
い
て
い
た
想
像

と
は
か
け
離
れ
た
現
実
(
涙
)
。
グ
ア

テ
マ
ラ
の
大
部
分
は
森
林
破
防
唱
が

急
速
に
進
ん
で
お
り
、
生
物
の
存
在

を
脅
か
す
ば
か
り
か
、
人
々
の
生
活

を
脅
か
す
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す

(
段
村
部
の
薪
使
用
率
は
、
恐
ら
く

1
0

0
%
。
そ
し
て
森
林
面
積
は
現

在
幻
%
、
年
々
2
%
ず
つ
減
少
。
さ

て
、
初
年
後
は

0
9
)
。
私
は
「
A
I

R
E
S
(国
際
植
林
協
会
)
」
と
い
う

組
織
に
配
属
さ
れ
、
同
僚
達
と
段
村

部
を
巡
回
し
、
苗
木
生
産
、
植
林
活

QQ) 

平 成18年 度
今金町納税表彰式並びに納税貯

金
原
中
央
納
税
貯
蓄
組
合

金
原
中
央
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
昭

和
幻
年
4
月
に
組
合
を
設
立
。
昭
和

幻
・幻
・臼
年
に
町
長
表
彰
を
受
賞

し
、
今
回
で

4
回
目
の
受
賞
と
な
り

ま
す
。
(
写
真
中
央
)

中
ト
マ
ン
ケ
シ
納
税
貯
蓄
組
合

中
ト
マ
ン
ケ
シ
納
税
貯
蓄
組
合

は
、
昭
和
特
年

4
月
に
組
合
を
設

立
。
昭
和
計
年
に
町
長
表
彰
を
受
賞

し
、
今
回
で
2
回
目
の
受
賞
と
な
り

ま
す
。
(
写
真
右
)

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
薪
使

用
量
減
少
の
た
め
の
改
良
か
ま
ど

作
り
や
、
樹
の
調
査
等
も
実
施
し
て

い
る
他
、
小
学
校
等
で
環
境
教
育
等

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

全
く
予
想
外
の
グ
ア
テ
マ
ラ
の

悲
惨
な
光
景
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と

を
後
悔
し
ま
し
た
が
、
豊
か
な
自
然

に
固
ま
れ
な
く
と
も
、
と
っ
て
も
ス

テ
キ
な
笑
顔
、
温
か
い
感
謝
の
言
楽

に
滋
れ
た
こ
こ
で
の
活
動
に
大
満

足
し
て
い
ま
す
。

私が作った改良かまどです。

大
口

真
治
さ
ん

昭
和
日
年
生
ま
れ
。

槍
山
北
高
校
卒
業
ま
で
今
金
在

住
。
宇
都
宮
大
学
農
学
部
森
林
科
学

科
卒
。
北
海
道
旭
川
段
業
高
校
森
林

科
学
科
教
諭
を
経
て
2
0
0
4
年

内
同
月
か
ら
背
年
海
外
協
力
隊
に
参

加
、
現
地
で
は
植
林
の
技
術
指
導
を

中
心
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。今

後
も
広
報
「
い
ま
か
ね
」
で
は

グ
ア
テ
マ
ラ
か
ら
大
口
さ
ん
に
現

地
の
情
報
を
町
民
の
皆
様
に
伝
え

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

@ 
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「京正政遣軍を担t臨菅昌運劃jおよび . 

ITィー芭'j~黒煙。リーこ[1キャこIぺ一ilJI展開申.

.重点実施期間.平成1 8年6月 1 日 ~6月 30 日

国土交通省では、道路交通の安全確保、公害防止を

図るため、関係省庁、自動車関係団体の協力を得て、6

月l日から30日までの lヶ月間「不正改造車を排除す

る運動」及び「ディーゼル黒煙クリーン・キャンベー

ンjを全国的に展開します。

特に、過積載を目的とした荷台の改造や、窓ガラス

への着色フィ ルムの貼付、 クリア レンズ等不適切な

灯火の取付け、マフラーの交換等による騒音の増大、

さら に整備不良等によるディーゼル黒煙の悪化等は

道路交通の秩序を乱すとともに、排気ガスによる大

気汚染、騒音などの環境問題を引き起こす原因とな

るなど社会的な問題となっております。

この為、運動期間中に これらの不正改造車及び著

しい黒煙を排出する自動車の街頭取締まりや関係事

業者に対する指導等を行うことにしており ます。

皆様もぜひ、これを機会に不正改造の防止に理解

を深めていただき、その排除にご協力下さい。

不正改造車に関する情報・相談・お問い合わせは

北海道運輸局函館運輸支局 整備課

TEL (0 138) 49-8864 FAX (0 138) 49-1 042 

安全確保と公害防止のために

しない させない クルマの不正改造

1 車両の使用者などを対象とした放置違反金の
制度が導入されます。

放置駐車違反を行った運転手の責任が追及でき

ない場合には、その車両の使用者(通常は車検の使

用者欄に記載されている者)に対して違反金の納

付が命令されます。

2 放置違反金を納付しないと車検拒否、滞納処
分の制度が導入されます。

放置違反金を滞納して公安委員会から督促を受

けた者は、 車検手続きが完了できなくなります。ま

た、滞納処分による強制徴収の対象となります。

3 悪質・危険、迷惑性の高い違反に重点を置き、短時
問の放置駐車違反も取締りの対象になり ます。

放置駐車違反の車両は、確認標章を取付けて交

通の安全を図ります。又、放置車両の確認事務を民

間に委託することとなり、駐車監視員による放置

車両の確認と確認標章の取付けが行われます。

(今年度は札幌市内9警祭署で実施し平成19年度以

降から都市部を中心に拡大する予定です)

4 放置違反金納付命令を繰り返し受けた場合は
車両の使用制限が命令されます。

放置違反金納付命令を繰り返し受けた場合は一

定期間 (3ヶ月を超えない期間)車両の使用制限が

命令されます。

.お問い合せ先・せたな警察署交通課 官凶-6440

@ 
生乳生産調整が発動されています。牛乳・乳製品の消費拡大にご協力を!! 
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長万部町 I 

-r毛がに」激安販売~

『おしゃまんべ毛がにまつり』
.開催日/7月l日(土)・2日(日) .場所/ふれあい公悶
毛がにかにめしの激安販売、毛がに早食い競争、毛がに争奪

船ひき大会等々、楽しいイベント盛りだくさんです。
また、かにのてっぽう汁も格安で用意しておりますので家依

そろってお越しください 1

.お問い合わせ先/"，1実行委員会 TfL. 01377-2-2270 

|八雲町 1 

~北海道三大あんどん祭り~

『第24回八雲山車行列』
.日時/7月7日(金)午後7時~ 相生公園出発

7月8日(土)午後 7時~ 八雲町役場出発
八雲H川川l円]の一大イベン卜の八雲山Z車ド行亨担列lリ10。ねぷた絵やアニメ

キヤラク夕一をデザインにそれそぞFれ仕J掛卦けなど工夫を凝らした

三十数台の山Z車巨が、本H川町l円]商!肥苫f控街E釘iのメインス卜リ 卜などを賑や

.1いか机iに叫と紙1り歩きます。.耐お叫叫胆問仲1いいしい】合勧わせ吋先/滑同実新f行子委員会(仇八雲訓岡町]
育委員会内)TEL且 0引13幻7一6ω3一寸3131

|せ定な町大成区 1 

キャンプ場紹介『大成野営場』
貝取制渓谷の「レヲリトンヨンの森」と呼ばれる打ン7場は、四季折々

の野の花が楽しめ、イワナ.t，ヘ。釣りが楽しめる川や周辺には温泉

が楽しめる国民宿舎あわび山荘や多目的広場などが整備されて

おり、盛りだくさんの7ウトド 71イ7が楽しめます。.場所/せたな

町大成区民取ililJe利用料金/高校生以上220円、小・中学生110円
.持込テント料/ 1 ~2人用 (1張)220円、 3~5人用 ( 1張)550円、6人
以上 (I')10670円、タープ (1張)500円.問い合わせ先/大成総合

支所産業振興飢政林振興係TEL.01398-'1-5511内線2121

|八雲町熊石地区 1 

~ツリーハウス・きのこログは子どもに大人気 1-

キャンプ場『熊石青少年旅行村』
ひらたない温泉あわびの湯に隣接した道南屈指のキャンプJg• I ~熊石青少年旅行村」。広大な芝生におおわれ、 ほどよく点在する

|樹木が爽やかな木陰をつくり出します。テニスコ トやパタ

ゴルフなどの施設やバーベキューコーナー・キャ ビンなど宿泊
でも日帰りでも十分満足いただけます。

.お問い合わせ先/旅行村管理棟 T且 01398-2-3716

|巴定な町m椙山区 . 

『第19回浮島公固まつり』
・日時/6 月 25 日(日)午前11時~.場所/浮島公園(愛知)
北槍山産のうまいサフォーク肉、とれたての新鮮野菜、イチゴ

に舌鼓をうって、楽しい l日を過ごしませんか?おにぎりの無

料配付やウォ クラリー、力ヌ 試乗、歌謡ンヨ一、お楽しみ抽
選会などの催しが盛りだくさん。

.問い合わせ先/北櫓山観光協会 T且 01378-4-5406

|世芝な町j繭棚区 . 

~初心者・団体も大歓迎~

m&G海洋tンター艇庫がオープン!~ 
5月l日よりs&G海洋tンタ艇庫がオ 7.ンします !ヨットやカヌヘ

ウインドザ 7ィ〉のほかマリルエヴトの試乗体験など豊富なマリン̂ *._.)用具

を用意して、皆さんをお待ちしております。初心者の方も専門の

イン1ト71ターが指導いたしますので安心してマリンA*'ーツにftViン'でき
ます。なお、事前に日程が分かる場合はご予約をお願いします。

※月曜休館.お問い合わせ先/せたな町教育委員会瀬棚教育事
務所T且 01378-7-3322

o d 隠
今金町子育て支援センタ. 、

わくわくひろば
~， ，~，~， ~ ，t!l~品、

電話・Fax...2ーω63 今金町立今金保育所

桜や桃・チューリップ芯どの花が咲き、やっと北寄道らしい

季節がやってきましだ。外で遊んで夜にはぐっすり眠ってし

まうお予さんも多いと思いま寸が、日本では22時以降に寝る

乳幼児の比率が468%とほかの固に比べて多いようです。ま

定、夜9時以降に手どもをコンビこなどへ連れ出す親も26%を

超え、夜更かし巴芯っている乳幼児が多<怠っています。

遅寝を続けていると、体の様々なリズムガ崩れてしまいま

す。赤ちゃんの時から早寝早起きのリズムを作ってあげるこ

とは保護者の大切芯役割のひとつです。

|・親子遊びのひるば予定義・|

*合月の歌?ブラハムは7人の予・かえるのう定

6/15 体操やお遊戯を楽しみましょう

.6/22 お絵かきグルグルで遊びましょう

・6/29 タオルで遊ぼう l 魔法のじゅうだん

.7/6 七夕飾リを作りましょう(枝!こ飾り付けましょう。)

*毎週、少しづっ七夕飾りを作っていきます。

.7/13 くるくるロケットを作りましょう

*天気の良い日巳は外で遊びますので、汚れてち良い服装

で来て下さいね。

|・保育所行事へのお誘い・|め..81~ ，~総@息。宮
7月2日 (日)に、合金保育所の運動会があります。かけっ

こや親手競技|こ一緒巳参加しませんか ?幼童レ スや同

窓生の競肢もありますので観|こ来てくたささいね。

-場 所 高美公園グランド *雨天の場合 (合金中学校事育館)

・時 間 B時30分から12時00分まで

-申込み参加を希望される万は、6月27日(火)まで|こ

し込みください。 (2-0963) 

園長年金かl~のお知『ふせa・
誕生日がきだときは現況届けの提出を ¥ 

国民年金を受給している万は、毎年の誕生日のある

月巳「現況届」を提出してください。「現況届」は一年巳由一

回、誕生月巴提出するちのであなだが引き続き年金l国
を受ける権利があるかどうかを確認するための大事なl民
届です。 I釘宮

「現況届」は誕生月の初めころlこ社会保険業務セン lム
ターから送られてきます。あなだの住所、氏名や加給年 I~
金額対象者の氏名などを記入し、切手を貼って社会保12 
険業務センタ に誕生月の末日までlこ届くよう巴あ出 I'?守
しください。 I'f't 
なお自分で1eJ:記入することが出来怠いため、親族なlを

ど他の万が記入されるときは受給権者の欄や加給年金l納
額対象者の欄を漏れ怠<記入の上、 「代理人署名欄」巳lめ
代筆者の氏名、住所などを必ず記入してください。 Iま

現況届の提出が遅れだり、提出されなかっだりしだlし

ときは年金の支払いが 時止まること包ありますのでlょ

ご注意ください。年金の支払いが時止まっても「現況lぅ
届」が社会保険業務セッタ 巴届いてから随時、とまっ Lー
だ期間分をさかのぼって年金をお支払いいたします

が、支払いまで 1~2 ヶ月程度かかります。

@ 



地産地消は、町民の皆様においしさと安全・安心を提供する源で・す。地産地消にご協力を/! 

今月のお知らせ

2α)6 

JUNE 

ハ
ロ

l
ワ

l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

雇
用
保
険
受
給
手
続
き
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
ご
本
人
の
申
し
出

に
よ
り
八
雲
出
張
所
で
取
扱
い
が

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

北
袷
山
職
業
相
談
室
へ
の

6
月

の
職
員
派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
日
時

6
月
は
白
(
水
)

午
後
1
時
1
午
後

5
時

6
月
日
日
(
木
)

午
前
9
時

1
正
午
ま
で

開
閤
固
北
槍
山
職
業
相
談
室

官
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開
聞
固

ハ
ロ

l
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l
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開
閤
固

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
八
雲

E
0
1
3
7
6
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9
 

れ
か
ら
、
多
く
の
若
い
人
材
が
地

元
を
離
れ
て
就
職
し
て
い
ま
す
。

早
期
に
採
用
計
画
を
立
て
、
ハ

ロ
l
ワ
ー
ク
へ
求
人
申
込
み
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

選
考
開
始
等
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

-
新
規
高
等
学
校
卒
業
者

O
求
人
受
付
開
始

6
月
初
日
か
ら

O
学
校
で
の
求
人
受
理
開
始

7
月
1
日
か
ら

O
推
薦
開
始

9
月
5
日
か
ら

O
選
考
開
始

9
月
日
日
か
ら

.
新
規
中
学
校
卒
業
者

O
求
人
受
理
開
始

6
月
却
日
か
ら

O
求
人
票
(
控
)
の
交
付

7
月
1
日
か
ら

O
推
薦
選
考
開
始

ロ
月
1
日
か
ら

閑
閤
盟

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

官

0
1
3
8
2
6
0
7
3
5
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…

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

…
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

…
・
日
時

7
月
口
日
(
水
)

…

午
後
1
時

1
午
後
5
時
ま
で

…
・
と
こ
ろ

役
場
2
階
会
議
室

…
・
相
談
員

…

函
館
社
会
保
険
事
務
所
職
員

"
閤
閤
固
役
場
1
階
町
民
諜
年
金
係

…

※
せ
た
な
町
開
催
日

…
6
月
7
日
(
水
)

"

午
後
1
時

1
午
後
5
時
ま
で

年
金
相
談
日
の
ご
案
内

無
料
法
律
・
登
記
相
談
の
開
設

(
予
約
が
必
要
で
す
)

-
相
談
種
別

予
約
無
料
(
法
律
・
登
記
)
相
談

・
相
談
場
所

役
場
内
町
民
相
談
室

.
相
談
時
間

午
前
川
時

1
正
午
ま
で

・
相
談
対
応
さ
れ
る
司
法
書
士
名

井

上

正

範

氏

(
6
月
)

佐
々
木
長
芳
氏

(
7
月
)

・
相
談
日

6
月
比
日
(
水
)
(
予
約
は

6
月

日
日
の
正
午
ま
で
)

7
月
ロ
日
(
水
)
(
予
約
は

7
月• • 

…
問
問
国

ハ
ロ
|
ワ
ー
ク
八
雲

官

0
1
3
7
1
6
2
1
2
5
0
9

…
開
閤
固

ハ
ロ
|
ワ
ー
ク
江
差

.

E
0
1
3
9
5
2
0
1
7
8
 

…
一
6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

…
一
啓
発
月
間
」
で
す

近
年
、
経
済
社
会
の
国
際
化
の

…
進
展
に
伴
い
、
我
が
国
に
入
国
、
在

H

留
す
る
外
国
人
は
培
加
傾
向
に
あ

り
、
我
が
国
の
労
働
市
場
に
及
、
ぼ

"
す
影
響
も
大
き
く
な

っ
て
い
ま

"
す。

…

こ
の
た
め
、
国
で
は
、
毎
年
6
月

マラとjご1:文書に
ご協口l¥:吉日

i・25雰養護学校からの|

.面会時 間 の 変 更 のお知ら
せ

国保病院では、これまでの面

会時聞を「毎日午前 9時から午

後 9時まで」と設けておりまし

たが、入院患者さんの療養、個人

情報保護のため 6月から面会時

間を;欠のように変更しますの

で¥ご協力くださるようお願い

致します。

:変更後

. 「毎日午前11時から

. 午後8時までJi

-

H
日
の
正
午
ま
で
)

“

東
予
約
が
な
い
勾
合
は
開
設
い
た
し
ま
せ
ん
。

…
開
国
岡
役
場
総
務
課
総
務
係

…
8
2
1

0
1
1
1
 

…
一
法
律
的
な
問
題
、
紛
争
解
決
の

…
一
相
談
の
ご
案
内

…

裁
判
所
で
は
、
法
律
的
な
問
題

…
を
抱
え
、
紛
争
の
解
決
に
悩
ん
で

H

い
る
方
々
に
対
し
、
紛
争
解
決
の

…
手
続
等
に
関
す
る

「受
付
相
談
」
を

.
各
裁
判
所
の
窓
口
で
常
時
行
っ
て

"

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月

1
回
せ
た
な

…
町
に
出
張
し
て
の
受
付
相
談
を
次

…

の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

金
銭
や
土
地
・建
物
に
関
す
る

…
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
民
事
関
係
の
紛

…
争
、
夫
婦
・
親
子
や
相
続
に
関
す
る

"
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
家
事
関
係
の
紛

…
争
等
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
ど

…

の
よ
う
な
内
容
で
も
結
構
で
す
か

“
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

…

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

…
守
ら
れ
ま
す
。

"

な
お
、
出
張
相
談
を
担
当
す
る

…
職
員
は
、
予
約
受
付
に
よ
り
函
館

…

の
裁
判
所
か
ら
出
張
し
ま
す
の

"

で
、
相
談
を
受
け
た
い
方
は
函
館

…

の
裁
判
所
に
電
話
で
相
談
の
予
約

…
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

"

裁
判
所
の
手
続
き
に
つ
い
て
詳

…
し
く
知
り
た
い
方
は
、
最
寄
り
の

…
裁
判
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

を

「外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月

間
」
と
定
め
、
各
種
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
国
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
外
国
人
労
働
者

の
適
正
な
就
労
の
促
進
と
不
法
就

労
の
防
止
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
文
は
、
北
海
道

労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

(
0
1
1

7

0

9

2

3

1

1

 

内
線
3
6
8
3
)
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

7月11日(火)9 :30~12:∞ 
今金高等養護学校のマラソ

ン大会が行われます(雨天時

7/13に延期)03km' 7km.10km 

のコースにわかれ、全校生徒

が走ります。高等養護学校~

団代通り線~今金北槍山線を

使用しますのでご迷惑をおか

げすることもありますが、ご

了承下さい。

また、生徒たちへの沿道か

らの応援もどうぞよろしくお

願いいたします。

E~鑑副溢亘世立l.!e彊

-問い合わせ先

今金高等養護学校

'B 2 -3121 

-
相
談
日

毎
月
第

2
水
曜
日

午
後

1
時

1
午
後
4
時
ま
で

.
相
談
場
所

瀬
棚
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「や
す
ら
ぎ
館
」
久
遠
郡
せ
た
な

川
瀬
棚
区
本
町
9

4
8
番
地
7

宮

0
1
3
7
8

7

2
6
7
2

.
予
約
方
法

函
館
の
裁
判
所
に
電
話

(0

1

3

8

4

2

2

1
5
1
内
線
3

3
1
)
で
、
相
談
日
の
前
の
週
の
金

曜
日
ま
で
に
「
受
付
相
談
の
予
約
」

で
あ
る
旨
告
げ
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
(
土
、
目
、
祝
日
を
除
く
午

前

8
時
鈎
分

1
午
後
5
時
ま
で
)
。

・
相
談
担
当
者

函
館
地
方
、
家
庭
、
簡
易
裁
判
所

の
裁
判
所
書
記
官

| 社会福祉協議会だより H18-5-1O附-
“許すな密入国!なくそう不法就労!" 

~不法滞在、悪質外国人の
犯罪予防と協力を~

法務省の統計では、不法滞在外国人は22万

人以上いると言われ、不法滞在等悪質な外国

人による「殺人」や「強盗」事件等の凶悪犯罪

が多発し、女性においては風俗関連庖等で不

法に働いている等の現状にあります。

このような不法滞在者による犯罪防止と不

法就労を助長する社会環境を排除する活動に

ご協力下さい。

.お問い合せ先

せたな重量察署

今金交番 包 2 似35

緊急時は '110番」に連絡願います。

'8'4-6110 

園

固

函
館
地
方
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庭
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易
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宮
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園
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方
家
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判
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江
差

支
部
、
江
差
簡
易
裁
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所

官
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7
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園

固

八
雲
簡
易
裁
判
所
、函
館
家
庭

裁
判
所
八
雲
出
張
所

官
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9
4

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
準
備

の
申
込
み
は
八
口

l
ワ
ー
ク
へ

平
成
同
年

3
月
新
規
学
校
卒
業

者
(
高
校
・
中
学
)
の
求
人
は
、
6
月

初
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

新
規
学
校
卒
業
者
の
多
く
は
地

元
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す

が
、
地
元
企
業
の
求
人
公
開
の
遅

• • 子

繁

;リングプル回収事業実施状況 l 
l目指せ車いす!!り80kQ集めると車いす1台と交換できます
0現在ストッウ量匝圃 ・車L\す交換 ( 2 台目)まで、~璽国です。

*光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への多額のご寄付、ご厚意ありがとうご
ざいました。

男
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俊

久

野

岩

部

居

瀬

水

小

渡

新

村

水野きみ

稔 |磯辺 元

山田ヨシエ

中里老人クラブ

大正琴「琴鈴会」

野宮信春

山口洋子

渡辺瑞穂

金原老人クラブ

今金音楽愛好会

江

主口

《せたな町》

子 |田中

《今金町》

和田祥 子

ヤス二シ商会

紀 |尾 形 信

中村恭

菱田正

八 木 カ ズ

子 |阿知波公

子

伸

ヲ

子

《東京都》

大庭玲

《埼玉県》

光の村秩父自然学園

《帯広市》

木下雅

《登別市》

佐藤

《札幌市》

清水紀

ネヨ

美

. 力 ニ カン岳ヘ登山 さ れ る
皆様へ

力二力ン岳登山道入口から約

4 km手前の道道島牧美吊J河線が

地滑りにより、利別橋付近より

一般車両(歩行者は通行可)は通

行できませんのでお知らせいた

します。
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包 2-0557O:F また、社会福祉協議会の電話番号が変更となりました。
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山
守
じ
の
損
壊

κ

花
石

・
八
束

・
金
原
小
学
校

開
校
式
の
日
程
決
ま
る

教
育
委
員
会
で
は
今
金
小
学
校
の
改
築
に
伴

い
、
地
域
の
小
規
模
校
の
今
後
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
た
め
、

平
成
問
・
げ
年
度
の

2
か
年
に

わ
た
り
「
地
域
教
青
懇
談
会
」
を
各
学
校
区
で

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
懇
談
会
を
受
け
、

昨
年
川
月
に
は

「
今
金
町
統
合
推
進
協
議
会
」

を
組
織
し
、
花
石

・
金
原

・
八
束
小
学
校
の

3

校
が
円
滑
に
統
合
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

に
4
回
の
協
議
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
閉
校
式
の
日
程
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

花
石
小
学
校

平
成
叩
旧
年
け
月
刊
日

(
土
)

八
束
小
学
校

平
成
均
年
2
月
お
日

(日
)

金
原
小
学
校

平
成
句
年

3
月

4
日

(日
)

腕に
九朝

露
w
ovM
縦
訓

の
学
"、

ん
だ

M

さ
ん
H

〈
刻

a

た

官脅

事

-図書室展示企画のお知らせ

スポ ツガ盛んな今金町...図書室ではこの季節巴
ふさわしくスポ ツ関連の本を展示して皆様に楽し
んでいだだこうと企画しました。
道立図書館からの本やライJオンズ文庫の本主主ども合
わぜてこ覧ください。

スポーツを楽しもう

期間/6 月 7 日(水)~6月30日(金)
時間/図書室開室時間内
場所/町民センタ 図書室
内容/スポーツル ル本からスポーツ事典、人物伝や

読み物などなど参考|こなる本や感動ものまで
スポ ツガ苦手な万!こも充分楽しんでいだだ
ける内容です。もちろん貸出もOKです。 第 50号

問
い
合
わ
せ

今

金

町

教

育

委

員

会

包

2
1
3
4
8
8

同車
お
回
国
t
m
交
流
の
っ
と
い
受
け
入
れ
事
業

…

金
原
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に、

豆
腐

山
州
市
一

北
海
道
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

山
作
り
や
手
芸
の
ほ
か
、
し
め
純
作
り
に
も
挑
戦

…
/
に

「国
際
交
流
の
つ
ど
い
」
を
本
町
で
開
催
し
ホ
|
一
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
金
原
老
人
ク
ラ
ブ

の

…

ム
ス
テ
イ
を
中
心
と
し
た
交
流
の
機
会
を
通
じ
、

…
方
々
で
す
。
ま
た
年
l
回
で
す
が
、
陶
芸
も
毎

一

国
際
理
解
や
他
国
の
文
化
や
習
慣
を
学
ぶ
機
会

一
年
続
け
て
い
ま
す
。

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

一

私
た
ち
は

「
今
金
男
爵
」
と
い
う
有
名
な
芋

…

川
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
料
理
の
仕
方
は

山

受
入
期
間

平
成
同
年

8
月
幻
日
(
火
)
1
9
引
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
昨
年
、
栄
養

一

月
2
日
(
土
)
ロ
日
間

一
サ
ー
ク
ル
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
料
理
論
習
会

一

受
入
留
学
生

日
本
在
住
の
留
学
生

5
名
程
度

士
宮
開
き
ま
し
た
。
大
変
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、
…

第

B
回
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
パ

l
ン
サ
イ
ド

交
流
内
容

ホ
1
ム
ス
テ
ィ
交
流

町
表
敬
訪

…
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
ち
ら
の
豆
腐

…

高
校
生
受
け
入
れ
事
業

問

学

校

交
流
(
町
内
各
小
学
校
)
、

…
作
り
を
見
学
に
来
て
い
た
だ
き
、
会
の
交
流
と

…

平
成
2
年
度
よ
り
独
自

に

交

疏

を

深

め

て

き

日

本

文

化
体
験
、

地
域
交
流
等

引
な
り
ま
し
た
。
ま
た
近
頃
の
高
齢
化
社
会
で
認

山

た
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
パ

l
ン
サ
イ
ド
高
校
よ

受
入
家
庭

6
月
上
旬
に
新
聞
チ
ラ
シ
に
て
募

?
知
症
の
方
々
も
泊
え
て
い
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ

l
一

り
日
本
語
専
攻
学
生
を
受
け
入
れ
、
ホ

l
ム

ス

集

し

ま

す

。

川
ジ
ャ

l
の
方
を
講
師
に
迎
え
て
勉
強
会
を
聞
き

山

テ
イ
を
中
心
と
し
た
学
校
交
流
や
地
域
交
流
等

…
ま
し
た
。
年
に

一
度
の
パ
ス
研
修
も
あ
り
、
町

…

を
通
じ
て
、
他
国
や
自
国
の
文
化
習
慣
に
触
れ
、

今
年
実
施
予
定
の
国
際
交
続
事
業
で
受
入
家

…
外
の
綴
子
も
見
聞
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

川
民
各
胞
の
国
際
理
解
向
上
を
目
惜
し
実
施
し
庭
を
希
望
し
た
り
、
交
流
事
業
に
参
加
し
た
り
、

一

金
原
の
婦
人
の
方
な
ら
誰
で
も
入
れ
ま
す
の

“

ま

す

。

多

く

の

方

々

に

国

際

交

流

の

輸

を

広

げ

て

い

き

…
で
、
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
?
お
待
ち
し
て
い

山

ま
た
、
昨
年
今
金
中
学
校
と
バ

l
ン
サ
イ
ド
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
ま
す
。

一

高
校
が
友
好
調
印
を
絡
ん
だ
こ
と
を
受
け
て
今

吋
i
z
i
-
-
;
;
i
j
i
-
-E
iti
t
i
-
i
t
j
h

(文
・
伊
藤
慶
子
)
一

年
度
は
中
学
校
と
の
交
流
を
中
心
と
し
た
国
際

い
私
た
ち
の
生
涯
学
習

I

l

l
i

-

-
i
l

l
-

-

…

交
流
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

…

i
ト

b
J
¥「
-

、

日

山

金
原
婦
人
町
民
学
級

品
端
J
↑
凪
玖

F
-H相
謹

一

!
内
な
笠
岡

幽
箇
・
可

恥
町内
『
-
す

山

平
成
同
年
7
月
2
日
(
旦

1
1
一

(

代

表

伊

藤

慶

子
/
会

員

Z

T
白
岬
圃
ト

-rj
一
巧

日
(
火

)
ω日
間

一

J
M
M田
司

、

万

一

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

パ
|
ン
サ

…

私
た
ち
の
会
は
、
夏
場
の
農
作
業
の
関
係
で

膜

aa

圃‘，
S
F
y
h
d

一
会

一

-F~a・‘h.，、N
d
F

習

山

イ
ド
高
校

一
主
に
冬
期
間
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
畑
で
汗
水

"vr・
司

2
7講

ー

日
本
語
専
攻
学
生
同
名
引
率
教

一
た
ら
し
て

一
生
懸
命
働
け

る

の

も

、

冬

の

こ

の

到

闘

凶

器

FA--理

apH
7
-
a
a
d
-
-d
hH

J

・R14
.，
ヰ

・

諭
2
名

…
活
動
が
あ
る
か
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
会

Er凶

冒

司

1
4

aι
一
間

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
交
流
町
表
敬
訪

…
は
情
報
交
換
、
い
や
し
の
場
と
し
て
、
な

く

て

司

3

・・'有1

喜

一

;

i

a
 

問

学
校

交

流

(
今
小、

今
中、

…
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
何
慌
ム

A
司

a可

一
割

養
護
学
校
、
槍
山
北
高
校
)

…
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
社
会
を
生
，
h
-

J

W

苅

」

山

日
本
文
化
体
験
地
域
交
流
等

…
き
抜
く
た
め
の
活
力
の
場
で
す
。

・
・

E
F
h
t
i
l
l
-
-
ll
lL

今
年
度
の
国
際
交
流

事
業
の
お
知
ら
せ

今
金
町
国
際
圏
内
交
流
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
通
し
て
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
地
織
全
体
に
国
際
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ

と
を
願
い
国
際
交
流
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
入
期
間

受
入
団
体

交
流
内
容

.道立図書館移動図書のお知らせ

6月7日(水)より道立図書館の本ガ入れ替わりま
す。約400冊が図書室入り口正面の書架コーナ で皆
様をお待ちしておりますのでどうぞご利用ください。
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• 

• 

• 

I 今金町スポーツ指導員会 ~ 

初
少
年
事
業
普
及
部
会
一
地
域
ス
ポ

ツ
普
及
部
会

辺lこキャンプをしc行こうと思っていま
したが、今年は寒すぎるのでやめました三。
5月中旬から合金中学校の生徒c

Engl ish Talk Classで英語を教えること
!こなっています。これは毎月 2回、 1時
間程度を予定しています。舎からとても
楽しみにしています。

7月lこニュージーランド・パーツサイ
ド高校から生徒達が来町します。彼らは
7月2日!こ合金|こ着き、約10日間滞在し
ます。短い闘ですが、合金lこ二ユージー
ラッド人が私一人ではなく、たくさんの
友達がいること|こなりますよ I I 
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し
巴
町
<
定
数
新
分
て
絞
ら
ち
は
周
日

ま
閣
の
い
し
を
は
気
え
閉
か
て
の
南
日

め
週
金
て
ま
容
期
い
数
年
る
と
る
道
中

始
1
4コ
い
り
内
学
し
<
来
な
は
与
は
引

を

。
。
歩
ま
の
新
悲
し
が
に
の
り
私
日

昧
す
す
で
始
業
ら
し
楽
校
年
る
ヨ

n

h

H

鍾
で
ま
ま
が
慢
な
少
も
学
の
え
か
一
日

L
グ
い
園
期
い
も
は
っ
小
後
教

E

イ
・

し
ジ
て
公
学
し
つ
年
い
石
最
府
引
っ
日

新

キ

い

合

新

新

い

舎

が

花

が

校

ン

.

は

一
歩
総

。
は
の

。
、
私
・
年
学
三
す
デ
川

私
オ
い
、
す
で
年
す
が
ら
原
舎
の
円
八
で
ル
U

!
つ
ら
数
で
校
崎
山
ま
す
な
金
、
ら
ず
凡
念

一d

H

ね

は

<
川
き
学
お
い
で
ぜ
・
い
れ
た
残
ゴ
げ

す
れ
回
河
肝
灯
、
危
て
分
な
束
ま
こ
つ
と
の
中

で
そ
4
や
が
月
私
め
気

。八
し
。
ガ
つ
年
目

春

二

中

と

4

。始
怠
す
だ
て
す
し
ょ
舎
日

た
2
の
こ
ね
え
鮮
で
い
し
で
楽
ち
日
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健康づくり係昼 過言みんなの健康

か
高
齢
者
虐
待
u

に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
?

「
い
つ
も
笑
顔
で
生
活
し
た
い
1

」
設
も
が
日
常
生
活
で

「こ
う
あ
り
た
い
」
と
願
っ
て
い
る
こ
と
で
す
.
人
生
の
最
期

ま
で
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
は
誰
も
が
望
む
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
思
い
に
応

え
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
尊
厳
を
保
持
し
て
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
介
離
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
な

っ
て
も
、
自
分

の
持
て
る
力
を
活
用
し
て
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
「
自

立
支
媛
」
を
目
指
し
て
平
成
山
年
度
に
介
護
保
険
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

一
番
の
目
的
は
「
高
齢
者
の
尊
厳
の
保

持
」
に
あ
り
ま
す
。

E

E

m

 

高
齢
者
虐
待
に
は
大
き
く
分
け
て

3
種
類
あ
り
ま
す
。

①
「
家
庭
内
虐
待
」

高
齢
者
と
特
別
な
関
係
に
あ
る
方
(
配
偶
者
、
兄
弟
、
子
ど

も
、
友
人
、
ケ
ア
提
供
者
な
ど
)
に
よ
っ
て
高
働
者
自
身
の
家
、

ま
た
は
ケ
ア
提
供
者
の
家
に
お
い
て
行
わ
れ
る
何
ら
か
の
形

に
よ
る
ひ
ど
い
取
り
扱
い
の
こ
と
。

②
「
施
設
内
虐
待
」

高
齢
者
の
生
活
す
る
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
で
、

虐
待
を
行
う
人
々
は
増
丸
、
被
答
者
に
対
し
法
的
に
、
ま
た
は

契
約
上
、
ケ
ア
を
保
護
す
る
義
務
を
負
っ
た
方
(
有
給
の
ケ
ア

提
供
者
、職
員
、
専
門
職
な
ど
)
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
「
自
己
放
任
ま
た
は
自
虐
」

高
齢
者
自
身
に
よ
る
、
自
分
の
健
康
を
煩
ね
た
り
、
安
全
を

脅
か
す
よ
う
な
怠
慢
、
ま
た
は
自
虐
的
な
振
る
舞
い
の
こ
と

で
、
通
常
、
身
体
的
粘
神
的
障
が
い
の
結
果
、
あ
る
い
は
高
齢

者
が
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る
場
合
に
よ
く
起
こ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

F

院
院
町

高
齢
者
虐
待
は

5
種
類
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①

「
身
体
的
虐
待
」

暴
力
行
為
な
ど
で
、
身
体
に
あ
ざ
、
痛
み
を
与
え
る
行
為

や
、
外
部
と
の
接
触
を
故
意
に

閉
ざ
そ
う
と
す
る
行
為
。

例

平
手
打
ち
を
す
る
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
意
図
的

に
薬
を
過
剰
に
服
用
さ
せ
る
、

『あ
な
芝
の
か
ら
だ
は
内
臓
脂
肪
症
候
群
巴

な
っ
て
い
ま
ぜ
九
万
つ
』

-
内
臓
脂
肪
症
候
群
を
ご
存
知
で
す
か
っ

最
近
、新
聞
や
テ
レ
ビ
で
「
内
臓
脂
肪
症
候
群
の
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
」
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
や
耳
に
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
文
字
か
ら
は
内
臓
に
脂
肪
が

あ
る
状
態
で
、
こ
れ
で
は
病
気
に
な
り
や
す
い
と
い
う
こ

と
は
予
想
で
き
る
と
恩
い
ま
す
。
で
は
こ
の
内
臓
脂
肪
症

候
群
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

-
内
臓
脂
肪
症
候
群
と
は
ワ

「
肥
満
」
に
加
え
、

「
高
血
糖
」
「
高
凪
圧
」「高
脂
血
症
」
の

内
2
つ
以
上
あ
わ
さ
っ
た
状
態
を
言
い
ま
す
。
こ
の
状
態

が
続
く
と
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
脳
卒
中
や
心
臓
病

な
ど
皐
症
な
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
.

[③高血圧]
女血圧値
応高 130mmllg以上品
低 85mmllg以上
[③高血圧]

[②高血糖]
*血梢値
~ij9:時 1 lOmg/dQ 

[④高脂血症]
食中性脂肪値
150昭/dQ以上

または
*lIDl.J'A1D-~値
40昭 /dQ未満

[①肥満]
*おへそ周り
男性 85cm以上
女性 90cm以上

町

、

①
と
、
②
・③
・④
の

2
つ
以
上
当
て
は
ま
れ
ば
内
臓
脂

肪
症
候
群
で
す
.

-
ど
の
く
ら
い
の
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
つ

内
蔵
脂
肪
症
候
群
の
人
は
、
そ
の
状
態
に
限
り
な
く

近
い
人
達
(
予
備
軍
)
も
含
め
て
培
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は
1
9
6
0
万
人
に
の
ぼ
り
、

川

1
刊
歳
ま
で
の
男
性
の

2
人
に
1
人
、
女
性
で
は

5

人
に
1
人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
を
動
け
な
い
よ
う
に
す
る
、
な
ど

②
「
心
理
的
虐
待
」

針
し
ゃ
侮
辱
な
ど
の
言
明
附
や
威
圧
的
な
態
度
、
無
視
、
嫌
が

ら
せ
な
ど
に
よ
っ
て
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
と
と
。

例
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を
言
う
、
侮
辱
を
込
め

て
子
ど
も
の
よ
う
に
扱
う
、
な
ど

③
「
性
的
虐
待
」

本
人
と
の
聞
で
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
性
的
な
行
為
ま
た
は
そ
の
強
要
。

例
排
池
の
失
敗
に
対
し
て
懲
倒
的
に
械
に
し
て
放
也

す
る
こ
と
、
な
ど

④
「
経
済
的
虐
待
」

本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や
金
銭
を
使
用
し
、
本
人
の
希

望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る
こ
と
。

例
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、
年
金
や

預
貯
金
を
本
人
の
意
思
、
利
益
に
反
し
使
用
す
る
な
ど

⑤

「
介
護
・世
話
の
放
棄
・
放
任
干
ネ
グ
レ
ク
卜
)」

意
図
的
で
あ
る
か
、
結
果
的
で
あ
る
か
を
附
わ
ず
、
介
畿
や

生
活
の
世
話
を
行
っ
て
い
る
家
放
が
そ
の
提
供
を
放
棄
ま
た

は
放
任
し
、
高
齢
者
の
生
活
環
境
や
高
齢
者
自
身
の
身
体
・精

神
的
状
態
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
。

例
水
分
や
食
事
を
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、
入

浴
さ
せ
な
い
通
院
を
制
限
す
る
こ
と
な
ど

"
独
り
で
悩
ま
な
い
で
1

ま
ず
は
ご
相
談
下
さ
い
川

“

こ
の
よ
う
な
「
高
齢
者
虐
待
」
は
、
内
容
か
ら
み
て
も
、
少
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
「
介
護
の
状
態
が
長
く
続
く
・
抱

え
込
む
」
と
い
っ
た
状
況
に
お
い
て
は
、
少
な
い
と
は
い
え
な

い
よ
う
で
す
。

介
践
す
る
方
も

H

生
身
の
人
間
“で
す
の
で
、
時
に
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
虐
待
が
習
慣
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
状
態
に
な
る
前
に
解
決
の
道
を
共
に
探
す
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
下
さ
い

什

一

(
参
考
文
献
止
海
道
高
齢
者
虐
待
対
応
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
)

総
合
編
制
施
設
と
し
べ
つ
内

今
金
町
地
域
包
招
支
援
セ
ン
タ
ー

で
ん
わ

2
1
2
7
8
0

• • 

ください.

鈴岡会館

6月20日(オ)

16:00-16:30 

8CG.三薩混合予防箔種 (時間は受付時間です。)

・月日c>6月22日同ー23日幽

.時間Þ13:15~13:45

.場所じ〉としベつ保健センヲー (担当今童図梶病院1

.持ち物T母子手帳、問E全豪

*富田医院の時間変更のお知らせ
年間日程表にて富田医院での受付時閣を 13:30~16:20とご案内して

いましたが、都合により13:30-15:00までに変更と立りました。お間違
えのないようにお願い申し上げます.

すくすくヒデオライブラリー

出保他1，';¥

6月27日(火)

16:00-16:30 

• • 
事li!lJ!尾健康相談・健診

圏直霊屋圏
.対車TH1a年1・2月生まれ

・月日T6月14日嗣

.受付T13:00-13:15 

圃 富 盛 圏
.対車tH17年10'11月生まれ

お健しり年 人し 体 りり自とき慣はなをでき予く近 に 直日ま知状が 生・ 記満るな
問康 く ま i今附く重久を宅思 つを 占っ 感か? なズなす々りる態今自 活ま の向かい今

言ZE12252tq呪山吉りて2左足長♂2E242252富ぷ車問許
わり覧で行のクだ釆ぶてへ にす生きよのどがきがすが活れかるよか 病自 り ケ く ‘の
せ係なぜい 住をのつりみそてな良活たう変自出たき二必をからかうら を分 と高は忠 住

月日誌322!こた周ごるい習 時 に 化 分 て 」 つ 最 要 見 ら 始 を な?zM2号咋産更露時震
さべ ご の .診てをる| 【平成昨度 今金町住民検診結果】 |はZむ主ぷ:μ古吋兵持E院警i可?出i詰i間?訪出!口矧i引| *柑印…受齢問診締者男性4山 性 …l陥 |2加zが手!l盟1ti5拘信恥2 

詰 Tじz』ぷ点iス2咋官5松22引I[ | 組配胞附"渦 | 向山削削111胤l飢附札

副 lり用お 1 はし It兇| ω陥名 | 描 181s 陥 I I 知 人しが周

産 2保く当住よII叶ロ1.1克 立)llzFたは
ず ;時周 ま 民勺 1~ I (I悦 I(放) I (;放)Iω崎 )IIし れしく抑l福ミりで 検ま l.t. ¥11. 1J/OJ ¥'-1. U/O} ¥..>". "/01 ，，，，，. -'/01 ぞからつ

り 旦祉¥もと 診た II合 1ml名 ! 62名 ! 施。名 | 鴻名 I I t れしいて
g へ課詳測来 や詳I1g[ 1 (竺竺) 1 (5. 9児 I(36. '1%) I (33 3%) I| え 下肥いい

日c>6月25日制-29日同

10:30、午後13:00-1'1:30夜間18:00--20:00(26・28日のみ)

としべつ保健センター * 70歳 以 上 及 び 生 活 保 護 受 給 者 は 無 料 です。

'10歳以上で未検査・
末治療者

40歳以上男性'10成以上20歳以上対象者

~!l 

8 

.対象b妊婦さん、乳幼児をもっ親御さん

.内容仁〉出産育児に関するビデオの無料貸出

.受付じ〉随時(貸出期間 2週間)

.場所じ〉としべつ保健センター

l!L 2 -2700 お問合せ・お申込先健康づくり係

-月日c>6月21日制

.受付T9:30-9:45

"'L1sl¥q宣言2
.対車tH17年6.7月生まれ

・月 日T6月14日同

.受付T1 3: 1 5-1 3: 45 

.場所じ〉としベつ保健センター

.持ち物b母子手帳、ヲオJし♀ど

1.500円
2.000円

@ 

血液検査

今金国民健康保険
その他の保険

血液検査

*300円

胸部レントゲン
撮影

2∞円

事昼食・温泉入浴は告白にてお願いいたします.
*あったかサロンJUJ問中は患者パスがあったからんどに停車します.

身体計測， ll.¥j診血圧測定。尿胤液検査
心f自図.限底検査(希望者)

本割x)円

内容

料金
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今金幼稚園のお母さんたちで組織する「こくまク ラブJ

が 「子どもの事故ゼ口」を願い 5月22日(月)、町内の交差

点、や歩道に今年も「とまろう」と書かれた足型を塗りまし

た。当日は、 3~4 人に分かれ作業を行ったお母さん達は

足形にくり抜いた木枠に手際よくスプレー式のペンキで

次から;欠へと塗っていました。

子どもたちの事故を未然に防ぐためにも、大人も「とま

ろう」の足型の前では度立ち止まってください。

での
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運転免許証

更新時講習のご案内

量二〉雪面の民

口

数男
女
帯

人

世

く二三陸

前月対比

( 71) 
( 45) 
( 26) 
( 50) 

生且塞盟主E

世帯

人
人
人
世

3
4
9
8
 

4
4
9
8
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-優良講習 (30分講習)

-今金町民センタ-
6月15 日 ( 1 3 : 00~)

・せたな町民ふれあいプラザ

7月 6 日 (13 :00~)

・一般講習(1時間) 初回講留(2時間)

せたな町民ふれあいプラザ
6月 8 日 (般・ 1 3:0 0~、 初回 ・ 14: 3 0~)

7月12日 11

・違反講習(2時間講習)

せたな町民ふれあいプラザ
7月 6 日 ( 1 4 : 0 0 ~)

識目撃
綿布

件
、
揃
悩
品
砂
耳

議
説
酬
細
↓
瑚
戴
咋
代
U
N
4
刑

も 訟 を れ じ め 添 め で と う
れい

森川 玲ちゃん 4月24日(保護者
ちさき

西 智咲ちゃん 5月8日(保護者

~\ 

匹 いつまでもあ幸ぜc
4/22 白山 晋さん(大和町)・小寺

5/1 植村 司さん(せたな町).瀬戸

5/17 坂上健治さん(下稲穂、l.森瀬

電子お4やみ宅 5しあげ ます

佐々木補さん

田中 キクさん

町河 武雄九

鈴

石

修)八

勝幸)白

今金町の交通事故発生状況

ゐ軍事

計
件
名

名

末

4

0
7

同
月

A
斗4月発生

発生件数 0件
死 者数 0名
傷 者 数 O名

※ss運動(スピ ドダウン・シートベルト着用)で
交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼ口日数
淳子さん(札幌市)

悦子さん(南栄町)

若奈さん(種川宮前)

68歳(高美町)

85歳(末広町)

94歳(曙町)

5月23日受付分まで

4月25日

5月7日

5月23日

205日

あ

命
b
e

事
室
田
l
お
包
持
油
価
溜
謹
製
品
ゆ
ヨ
件
非
ゆ
孟
-

片山司

E
-
u
J『
由

同

l
D
-
4
-
F
E
D
-
ω
叶

白

旧

日

ム

国

同

@ @ 直堕薗 環境に優しい再生紙と大豆
出量昌昌乱インクを使用しています。

ホームページアドレス htlp:llwww.town.imakane.1g.jp

E メールアドレス imakane@town.imakane.1g.jp


